
 私は、 「舞姫」 という小 説を読ん で一つ疑 問に思う ことがあ る。それ は「舞姫 」と 言 う

作品は百 年以上も 前に書か れた作品 であるに も関わら ず、現代 で もなお多 くの人に 読まれ 、

語り継が れている のはなぜ だろうか と言うこ とだ。明 治時代に はたくさ んの本が 書か れ て

いるのに 、その中 で、「舞 姫」が教 科書に取 り上げら れている のには何 か読者に 読み 取 っ

てほしい という特 別な理由 があるに 違いない と考えた 。私はそ の理由と 、「舞姫 」が 私 た

ちに伝え ている内 容が知り たかった のである 。このレ ポートで はまず登 場人物の 関係 か ら

読み取れ ること、 明治時代 の精神か ら読み取 れること を本文を 基にして 分析して いる 。 こ

の分析の 結果、私 は「舞姫 」と言う 作品が私 たちに「 他人に依 存しすぎ るのは良 くな い 」

というこ とを伝え ているの ではない かという 結論に至 った。こ の結論に 至るまで の経 緯 を

次の文か ら説明し ていこう と思う。  

 まずは 登場人物 の関係か ら考えて みたい。 「舞姫」 の中には さまざま な登場人 物が い る

が特に私 は、豊太 郎、エリ ス、相沢 の三人の 関係を見 ていく。 まず豊太 郎とエリ スは お 互

いにドイ ツで初め て出会い 、恋に落 ちて最終 的にはエ リスが子 どもを授 かるまで に至 っ て

いる。豊 太郎と相 沢の  関 係として は、相沢 は豊太郎 にとって は窮  

地を救っ てくれた 恩人であ り、豊太 郎の失い かけた社 会的信頼 を取り戻 すことが でき た の

は相沢の おかげで あろう。 相沢とエ リスの関 係として は物語の 終盤に交 わりがあ るだ け で

これとい った関係 は描かれ ていない 。この三 人の関係 は、物語 中盤まで は何事も なく う ま

く進んで いる。し かし、最 終的には 豊太郎は 、愛する エリスを 手放  

さなけれ ばならな くなり、心 には一生 の悩みを 抱えてい てエリス はなんと 発狂して しまう 。

では、な ぜ「舞姫 」の最後 はあれほ ど悲しい のだろう か。それ は、やは り登場人 物た ち が

他人に依 存しすぎ た結果で はないだ ろうかと 私は考え る。豊太 郎は本文 中にもあ るよ う に

上官のし いたレー ルをただ ひたすら 歩むだけ で自分の 意思を出 す  

ことを恐 れている 。本文中 より「外 物を捨て て顧みぬ ほどの勇 気ありし にあらず 、た だ 外

物に恐れ て我が手 足を縛せ しのみ。 」とある ように豊 太郎は自 分という 人間を押 し殺 し 、

他人に依 存して生 きている のだ。ま た、エリ スは豊太 郎に対し て依存し ているよ うに 見 え

る。エリ スは本文 中にもあ るように 、小さい 頃から貧 乏で、十 五歳  

という若 さで踊り 子といっ た卑しい 仕事を教 えられ、 少ない給 金で束縛 され、昼 は稽 古 、

夜は舞台 と休みな 酷使され たように つらい生 活を送っ ていた。 そんな中 、豊太郎 とい っ た

少し地位 もあり、 将来性の ある男に 出会った 。エリス と豊太郎 の初対面 の時に、 豊太 郎 が

エリスに お金を渡 したとい う点から 、私はエ リスが恋 に落ちた 理由  

は豊太郎 の財力を 目当てに していた からであ ると考え る。豊太 郎という 人物は十 九歳 で 早

くも大学 を卒業し 、学士の 称号も受 けたりと 、大学創 立以来い まだかつ てない名 誉を 手 に

している 。そして わずか二 十二歳で 外国での 任務を任 されるな どいわば エリート なの で あ

る。その 豊太郎の 財力にエ リスは惹 かれたの であろう 。もちろ ん本  

当の恋の 気持ちを 持ってい たかもし れないが エリスは 、将来が 有望であ る豊太郎 と一 緒 に



いれば裕 福な生活 が送れる と考えた のである 。今まで 酷い生活 をしてい た自分を 豊太 郎 な

らそんな つらい毎 日から解 放してく れると信 じていた のだ。エ リスにと って豊太 郎は い わ

ゆる希望 だったの である。 このよう に、他人 に依存し ていたこ の人  

物たちは 最終的に は、その 信じる人 に裏切ら れるとい う形で取 り返しの つかない 状況 に 陥

っている 。もしも どんなに つらい生 活でも自 分を信じ てひたす らに励め ばもっと 違う 状 況

になって いたと私 は考える 。物語的 に三人の 中で一番 悪い目に 遭ってい ないのは 相沢 の よ

うに見え るが、こ の相沢も いつか痛 い目に遭 うだろう 。相沢も 天方  

という伯 爵のいい なりにな っている ので相沢 もまた他 人に依存 している 。こうい う訳 で 三

人の関係 は他人を 信頼して 依存しす ぎたせい で崩壊し たのだ。  

 ここで 明治時代 の精神に ついて触 れたいと 思う。明 治時代の 精神とし て「天皇 を中 心 と

した中央 集権の国 体が明確 に刻まれ 、それを 護持する ことが国 家の禄を 食むもの の債 務 で

あるとも 理解して いた。責 任の遂行 には命を 賭けるの だ。」と いうもの がある。 これ を 読

んだとき 私は立派 だと思っ た。しか し、こう いう思想 が栄える 明治  

時代に多 くの反乱 があり、 国が乱れ ていたの を知って 驚いた。 やはりそ の時代の 人々 も 思

想に依存 しすぎた のかと考 える。国 を良くす るという その時代 に従って 行動さえ して い れ

ば、じき に国は良 くなると いう勘違 いをし、 間違った 方向へと 進んでい ったのだ と思 う 。

やっぱり 思想であ っても依 存しすぎ るのは良 くないの である。  

 では、 なぜ「舞 姫」が百 年以上経 った今も 読み続け ているの だろうか 。ある人 はこ う 語

っている 。「この 小説が一 種の美文 で書かれ ているた めであろ う。声に 出して読 んで み る

と、漢文 を朗読し たときに 得られる ような香 りがある 。」と。 確かに、 「舞姫」 の文 は 漢

文のよう であり、 現代文に はない雰 囲気を持 っている 。しかし 、わ  

たしはこ う考える 。人々は 「舞姫」 を読むこ とによっ て人々は 他人に依 存しすぎ ては い け

ないとい うことを 学んでい るのだ。 いくら科 学技術が 発達した り、イン ターネッ トも 普 及

し、世界 の人々と のつなが りが強く なったと いっても やはり最 後に信じ られるの は自 分 だ

けという ことを知 っていな ければな らない。 人間とは 何をする にと  

っても自 分の意思 が必要で あり、他 人に頼っ てばかり では、い つまで経 っても立 派な 人 間

になるこ とはでき ないので ある。「 舞姫」と いう作品 はそんな 忘れかけ た事実を 思い 出 さ

せてくれ るという 重要な役 割を担っ ているの であろう 。人々は このよう な重要な 役割 を も

った作品 を後世に 伝えてい っている のである と私は考 える。  

 しかし 、私は他 人に頼ら ず生きて いくこと はできな い。自分 ひとりだ けでうま くや っ て

いく自信 もなくて 失敗する だろう。 やっぱり 、私は他 人とうま くやって いくこと も必 要 だ

と思う。 しかし、 その時に 依存しす ぎるのは 良くない というこ とである 。自分の 意思 や 考

えを持っ た上で他 人の意見 と調和さ せること こそが本 当に大切 なこ  

とである と思う。 私は「舞 姫」から 学んだこ とを生か して他人 に依存し すぎずに 自分 の 力

を信じて 生きてい こうと思 った。  


